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All God' s Chillun Got Wingsにおける

挫折について

近 田

はじめに

Eugene O'N eill の AllGod' s Chillun Got Wings (1923年.以下

O'Neillの劇作品に付した( )内は制作年を示す〉は黒人と白人の結婚

を主題とする劇で1923年5月 NewYorkで初演された. この劇は当時先

端的な“ problemplay" としてかまびすしい論争と非難を呼び起したも

のである.アメリカ演劇史の中でもこの種の主題をとりあげた作品はわれ

われに比較的よく知られるものとしては DionBoucicault (1822-1890)の

The OctQroon (1859年初演〉と EdwardSheldon (1886-1946) の The

Nigger (1909年初演〉が存在するが，両者とも結婚生活そのものを主題内

容とはしていない. O'Nei11自身の作品ではすでにそれ以前に黒人劇とし

て TheDreamy Kid (1918)とTheEnψeror Jones (1920) とが発表さ

れているが， ひろく世間を刺激した劇作品の点でこの二作は AllGod's 

Chillun Got lVingsの比ではない. この劇は O'Nei11劇の中で当局によ

る上演禁止の動きを呼んだ最初の作品であったとされてもいる.

O'Neillはこの声高い世間の非難とくに人種差別主義者の攻撃に対して

次のように彼の劇を擁護している.

The play itseH， as anyone has read it with intelligence knows， is 

never a "race-problem" play. Its intention is confined to por-

traying the special lives of individual human beings. Itis prima-
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ri1y a study of the two principal characters， and their tragic 
struggle for happiness.... Nothing could be furth巴rfrom my 

wish than to stir up racial fee1ing.2 

1 admit that there is prejudice against the intermarriage of 

whites and blacks， but what has that to do with my play? 1 
don't advocate intermarriage in it. 1 am never the advocate of 

of anything in any play-except Humanity toward Humanity.3 

O'Neillがζの反論で世間を彼が満足する程納得させることができたかど

うかはさておき，ここには O'Nei11劇全体にとって重要な意味を持つ，作

家としての基本的態度 作品観や作劇意図一一ーが浮き彫りにされている.

まさしくそれはしあわせを求めて闘う人聞の悲壮な姿を個々人の生活の中

に追求することであり，さらには人間同志の窮極的な関係を人間性の内奥

の探索の中に見きわめようとする作家的な姿勢といえよう. All God's 

Chillun Got Wingsでは黒白両人種間の結婚の致命的な破綻の描出を通じ

て，こうした彼の抱負の実現を目指したというのである. この課題の追求

はO'Nei11の全劇作活動を通じて基底的な関心事であったとみられよう.

本論ではこの主人公たちの挫折の様態を分析することによって， O'Neill 

が持ち前の理念の実現のためにどのようなアプローチを試みているかを探

ろうとするものである.

I 

この劇は題名を古い黒人霊歌の一節から得たようであるが，二幕七場か

ら成り黒人 Jimと白人 Ellaを主人公として 8歳から 25歳頃までの前後

17年間のふれ合いを描き出す.

Jimと Ellaがそれぞれ相手にみぜる態度と情意の展開はこの劇の主要

な流れを構成している. Ellaに対する Jimの言葉の端々に彼の人間的内

面が露わにされていく. 彼は幼少時代ほぼ同じ年齢の Ellaと無心に遊ん

でいる中でも自己の黒人としての特徴や立場を敏感に感じとっている.イ中
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よしの Ellaに漏らす“Crow"“Chocolate"“Smoke"“nigger" とい

った用語に自分の“黒さ"についての強いひけ自がみとめられる.

Jimは一時は Ellaから背を向けられてしまうが，成人となって他の白

人男性に裏切られた Ellaが彼の求愛を受け入れたとき彼女に対する彼の

訴えは，アメリカの黒人が長年にわたって運命づけられてきた白人への隷

花的な立場が今も彼自身のものであることを露わにする.

JIM. . .， 1 don't ask you to love me. .. only to wait-to know 

you 1ike me-to be near you . .. to give my life and blood and 
all the strength that's in me to give you peace and joy-to 

become your slave! (Act 1， Scene 3. P. 318.) 

Jimの宿望は司法試験に合格して法律家になることである.彼はこの立身

達成によって第一級のアメリカ人として自己の種族的な屈従の補償をかち

取ろうとするのである.しかし現実的にはこの合格の関門は何度ぶつかっ

ても突破できそうもない‘司法試験の口頭試問では彼は周囲の白人の中で

我ともなく畏縮してしまう.

J1M. . .， 1 work 1ike the devi1. It's al1 in my head-and correct 
to a T. Then when I'm called on-1 stand up-all the white 

faces looking at me-and 1 can feel their eyes-I hear my own 

voice sounding funny， trembling-and all of a sudden it's all 
gone in my head-there's nothing remembered-and 1 hear my-

self stuttering-and give up-sit down. . . . 
(Act 1， Scene 3. P. 316.) 

同じように筆記試験では思考停止の状態に陥ち入る.

J1M. . .， On all sides are white men starting to write. They're 

so sure-even the ones that 1 know know nothing. But 1 know 

it al1-but 1 can't remember any more-it fades-it goes-it's 

gone. There's a blank in my head-stupidity-1 sit like a fool 

hghting to remember. . . . (Act 1， Scene 3. P. 316.) 
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Jimが関門突破を果すことができずこのように失敗をくり返す行動は，白

色人種に対する彼の抜き難い劣等感を証するものである.反復されるこの

躍鉄の行動形態は TheLong Voyage Home (1916)の01sonの陸(おか〉

あがりの慢性的失敗に近似したものであるが， 心図的にはこれは Gold

(1920)の CaptainBartlettがつきまとわれる nightmareと向性質の，

一種の呪わしい自己強制といえるであろう. Jimは最終場面で Ellaが彼

の種族的表徴であるコンゴ土人の仮面にナイフを突きたてるとき， “You 

white devil woman!" (p. 340)と面罵する.白人の暴虐によって黒人の

価値が踏みにじられると色 “白"に対する従前の隷従，敬服が一転して

対極的な敵対，呪阻に変化するのである. ここに特徴的なものは Jimの

神経症的な白人畏怖と，それと裏腹の黒人としての白己卑下の共存である.

一方の Ellaが Jimに対する態度は後者の場合と際立つ対照を示す.

高校を了えるずっと前から彼女の心はすでに Jimから離れて同じ白人仲

間の Mickeyにより添うようになる.彼女は変らぬ思いを寄せる Jimに

露わな侮蔑の言葉を吐きつける.彼の気付かない聞にその意識内に人種聞

の壁を設けられてしまっているのである.

]1M. . .. why haven't you ever hardly spoken to me-for years? 

ELLA. (resentfully) What would 1 speak about? You and me've 

got nothing in common any more. 

]1M. . .. l-only want to help you， Ella. 
ELLA. • •• Of al1 the nerve! You're certainly forgetting your 
place 1 (Act 1， Scene 2. P. 310.) 

それから 5年を経て Mickeyに手を切られた失意、の彼女は Jimの愛を

受け入れて彼との結婚生活に入る. しかし姉 Hattieに対する何気ないよ

うな言葉は彼女の尊大な黒人蔑視の態度を示している.

ELLA. • •• Where are you teaching? In a color巴dschool， 
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1 suppose. (There is an indifferent superiority in her words. 

一・) (Act II， Scene 1. P. 327.) 

彼の亡父の肖像画に投げつける独自はそうした軽蔑感をさらにあからさま

に見せつける.

ELLA. It's his Old Man-all dolled up like a circus horse! Well， 
they can't help it. 1t's in the blood， 1 suppose. They're ignorant， 
that's all there is to it. (Act II， Scene 1. P. 330.) 

やがて種族としての黒人一般に対する侮蔑もまた同じ独白の中に表わされ

てくる.

ELLA. • " Be kind to you， treat you decent， and in a second 
you've got a swelled head， you think you're somebody， you're 
over the place putting on airs; why， it's got so 1 can't even 
walk down the street without seeing niggers， niggers everywhere. 

(Act U， Scene 3. P. 338.) 

しかしここにわれわれの注目をひくのは， Ellaはただ Jimに関する限り

彼を一般の blackmanとしてみなしていないことである. 彼女が昔仲間

の不良となった白人 Shortyに吐きつける言葉によって乙のことが鮮やか

に示される.

ELLA. The only white man in the wor1d! Kind and white. 
You're all black-black to the heart. (Act 1， Scene 3. P. 314.) 

彼女は Jimを whiteman と同一化し，逆に Shortyを悪い奴 (black)

ときめつけるのである. 後でさらに細かく眺めることになるが， Ellaの

心のひだにみられる“ white"と“black"についての対極的な心象は際

立ったものである.われわれはそこに白人賛美一一優越感と，それと表裏

をなす黒人嫌悪一一劣等視のわだかまりの深さを見る.Ellaと Jimがそ

れぞれ夫婦として固く結びつきしあわせに生きたいと願いながら，彼等の

意識の奥底には自己と相手に対するこうした抜き難い偏向心理につきまと

われているのである.三人の結婚生活の調和を阻げ，破綻のー要因をなし
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ているものはこうした強迫的な心理傾向とそれに官された神経症的個性と

いうことができるであろう.

O'Nei11 fまここで人種的優越者の立場にある白人 Ellaの，黒人 Jimに

対する基底的な感情の描写に劇的手法の冴えを見せる. 彼女が“Nigger

Jim"に対して抱く無意識的な恐怖と嫌悪は， 彼の姉 Hattieが Jimに

与える警告の中に鋭く指摘される.

HATTIE.. .園 thedoctor says she may develop a violent mania， 
dangerous for you-get worse and worse until-Jim， you'll go 
crazy too-1iving this way. Today she raved on about “Black! 
Black ! " and cried because she said her skin was turning 

black一一thatyou had poisoned her “ (Act II， Scene 2. P. 334.) 

うわ言の中に漏らされる ζの感情は，やがて黒色人種の象徴の仮面に向っ

て彼女が投げつける独自の中に露わにされる.

ELLA. • .， Black! Black! Black as dirt! You've poisoned me! 
1 can't wash myself clean! Oh， 1 hate you! 

(Act II， Scen巴 3.P. 339.) 

O'Nei1lの描き出すこの無意識が独白によって顕現される過程は鮮やかな

劇的効果と迫力をもってわれわれに迫るものである.

n 

Ellaの Jimに対する心理の綾はさらにわれわれの関心と探索を呼び求

める.それは無意識的な心理機制一一自己投射のモチーフである.彼女は

白人としての誇り高い自己イメージを， われ知らず黒人の夫Jim に見出

そうと努めるのだ. 彼女がしばしば口に出す“whiteman Jim"によっ

てそれが明らかである Mickeyとの愛の破綻にうちひしがれた彼女に変

りない憧れを寄せてくれた人間，彼女を崇敬し庇護を惜しまない誠実な男

性一一一それが黒人 Jimである. Ellaにとって ζの Jimは理想的な人生
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の先導者であり，頼みの綱である. この上なく好ましいノミートナーである.
7 

そうした人聞は彼女にとっては“whit巴 man"でなくてはならない.

ELLA. . •• you're the whit巴stof the white! 1 want you to climb 
and climb-and step on'em， stamp right on their mean faces! 

(Act II， Scene 2. P 329.) 

このように“white"であることは彼女にとって至高の徳，最大の力であ

り最も望ましい人間的な価値である. Ellaは ζ うして最後の場面で錯乱

の中でもなおも “He's white， isn't he司-the whitest man that ever 

lived." (p. 339.)と言いつづけるのである. 彼女が Jimのまがうかたな

い本体を見たいと願うのは，狂気の状態を脱したと乙ろ子供時代の状態に

退行してしまった後である.

ELLA. (brightly)... only you mustn't all the time be a boy. 
Sometimes you must be my old kind Uncle Jim who's been with 

us for years and years. Wi1l you Jim? 
(Act !I， Scene 3. P. 342・)

破滅的な幻覚の中で初めて近づくことを許される偽りのない夫の人間的

存在一一真実の認識.最終場面において作者が見せるこのアイロニーは凄

まじくも鮮やかである.

このようにその結婚生活のほとんど全ての期間にわたって Ellaは Jim

に白人としての理想我を投身すい “white Jim"の心象をっくり出し，こ

れと自己とを同一化するのである.その一方で彼女は無意識裡に忌み嫌い

恐怖する“niggerJim"をコンゴ土人の仮面に投射する. 彼女は夫の家

で初めて目にするこの仮面に烈しい反擦を示す.

. (Ellaめ eyesfasten on the primitiv巴 maskand she gives a 
stifled scream. (Act !I， Scene 1. P. 328.) 

やがて彼女は自分たちのしあわせな結婚を脅かしているものは，外ならぬ
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この仮面に相違ないと考えるようになる.仮面に向って彼女は毒ずく.

ELLA. • •• Why don't you let me be happy? He's white， isn't 
he-the whitest man that ever lived? Where do you come in 

to interfere? Black! Black! Black as dirt! 
(Act II， Scene 3. P. 339.) 

彼女は折にふれてここに恐怖や憎悪の感情をぶちまけるのである. しかし

そのうちに彼女は仮面の実体(Black)が夫 Jimの人聞の中心的な部分で

ある乙とを我知らず露わにする.それは試験をまたもしくじってきた Jim

にきめつける言葉の中に示される.

ELLA. • •• It's all right， Jim! It's dead. The devil's dead. See! 
It couldri't live-unless you passed. If you'd passed it would 
have lived in you. Then I'd have had to ki11 you， Jim， don't 

you see? (Act II， Scene3. P. 340.) 

この仮面をナイフで突き破る象徴的行為の意味するものは， Jimの内にあ

る“nigger"を抹殺することである.白人(自己〉の黒人(夫)に対する

優越性を攻撃的な形で見せつけることである.

ζの自己投射の機制は人生の闘いに敗れた人間が営む幻想の過程であっ

て， O'Nei11劇の多くの主人公たちが人生最後のやすらぎを見出す拠りど

ころである.

III 

El1aと Jimがその結婚生活の必然的な破綻への道程で最後に行きつく

所は錯乱の退行の末の幼児的な世界である.進か背の幼なかった当時とそ

っくりの状況が展開される. O'Nei11が提示するこの現象はわれわれが観

察してきた彼等の心理的な崩壊の帰結として自然的なものと考えられる.

強度の偏向的な心理の所有者の二人はその結婚生活への不適応，現実対応、

の無能力という困難に直面するとき，異常な生活態度一一相手への偽りの

自己イメージの投射と隷従的な熱愛一一ーの中に没入していく ζとで破綻を
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回避しようとした.それが現実の相互関係で無効であると分るとき，迫り

くる破局を目前にして Ellaは狂気の世界へ， Jimはさらに自己滅却的な

献身の消耗の中に，それぞれ逃避の場を見出そうともがく.しかし遂に現

実の圧迫に押しひしがれていく二人の口をついて，あからさまな相手への

罵言一一意識の下に抑圧されていた唾棄すべき相手のイメージの自覚ーー

がほとばしり出てくる.

ELLA. . .. You dirty nigger ! 

JIM. . .. You white devil woman ! 

(Act II， Scene 2. P. 337.) 

(Act II， Scene 3. P. 340.) 

どうしようもない破綻の真困は外ならぬ彼等自身の中にあったのである.

いまや両者が逃げ込むことのできる逃避の場は，彼等がたがいに何のわ

だかまりもなく平和と平等のうちに生活できた幼少時の世界しかない. こ

うした現実のきびしい困難にさいして幼児時代の行動や思考形態を再現す

ることは人間心理のごく自然な過程といえよう. この逃避機制は Ellaか

らまず始まり，彼女はどうすることもできない病者， Jimの介護を求める

小児として昔の自分に立ち帰っていく Jimもまた自らの人生の帰結を

Ellaと共に迎える破滅一一人間的な破産一ーの中に見出すのである.

むすびとして

われわれは AllGod' s Chillun Got Wingsの主人公たもの挫折を単な

る結婚生活の破綻としてばかりではなしより重要な意味で人間の内面的

な崩壊の過程として考察した. O'Neillの意図は世上いわれたような黒人

と白人の intermarriageの論議や raceproblemを提起することでなかっ

たことは明らかである.まさしく O'Nei11の主張する通り，個人心理の内

面に奥深〈踏み込んで，人間の生活や人間同志のあり方を探究することで

あった. この過程において O'Nei11がとらえた視点は悲劇的な人間営為の

根源に対する洞察であったのである.
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われわれはこの劇において致命的な挫折の要因として明らかであるもの

を次のように挙げることが可能である.

(1)神経症的な歪んだ偏向心理

(2)自己心像の投射機制

(3)無意識の表自作用

(4)幼児的自己への退行現象

これらはまぎれもない精神分析的な心理機制ということができる.この劇

でO'Neillの作劇意図や技法と密接に結びついてはたらいている人間内面

の基底的な要素はこの四者といえよう.またこれらは濃淡の差，形態，性

質の違いこそあれ，他の多くの O'Nei11劇の主人公にまといっくものでも

ある.四点の内，こうした偏より歪んだ個性の描写を，われわれは亡母へ

の愛に執着し事あるごとに父に反抗する DesireUnder the Elms (1924) 

の Ebenに， 自己イメージの奇矯な投射のケースを， 自分の性の禁圧に

よる欲求不満から生じた純潔の、理念をその婚約者に押しつける Diff'rent

(1920)の Emmaに， 無意識の劇的な表出の機制の例を， 結婚しようと

する相手に思わず“Adam!" と別の男の名前を呼んでしまう Mourning

Becωnes Electra (1931)の Laviniaに，そして過去の状態への退行現

象を， ジャングノレの未聞のアフリカ人に立ち返っていく TheEmlりeror

Jones (1920)の Brutusに見ることができる. O'Nei11はこれら四つの基

本的なモチーフを AllGod' s Chillun Got Wingsにおいて主人公たちの

人聞の探究に適用することによって， Humanityの根源に迫ろうとしたと

いえよう.

O'Neil1は自作の劇一般についてしばしば言及される精神分析学説の影

響やそれとのかかわり合いに対しては強い異議を唱えている.またこの劇

が制作された1923年当時までは彼自身やその劇作に対する精神分析の興味

や影響の存在をきっぱりと否認しているとされる. 当時すでに TheEm-

peror Jones (1920)や Diff'rent(1920)のような種族的無意識や性の抑
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圧等をとり扱ったいくつかの作品を生み出しているにせよ， 1923年当時は

まだ， O'NeiIlが後年一- Strange Inte抑止(1927) や MonrningBe. 

comes Electra (1931)等の制作時期 に示したような精神分析的方法へ

の際立った傾斜は， それ程著しく認められていないのである. さらには

All God' s Chillun Got Wings 自体も精神分析的な要素を重要視される

ことは今日まで比較的少なかったようである.しかしそれにもかかわらず

われわれはこの劇の主人公の悲劇的な挫折は O'Nei1lの周到な，腰の坐っ

た精神分析的考察によって裏打ちされていることを知るのである.
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